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●びっくりさせる､ せかす､ 詰め寄る､ 追い立
てる､ 責める､ 脅かす､ たたみかける……発達
障害のある人たちの苦手なことだそうです｡ 私
もまったくそうなので､ よくわかります｡ ｢そ
の割には原稿の催促は容赦ないよね｣ なんて声
が聞こえてきそうですが (笑)｡ 怯える者ほど
居丈高になるのかも｡ 責めずあきらめず､ いい
ところを評価して子どもを安定させていく先生
や保護者の実践に､ 圧倒されつつ学ばせていた
だきました｡
●｢ポジティブなひいき｣ を日常的なものにす
るユニバーサルデザインへの敷衍など､ う～ん
｢ひいき｣ も深いですねえ｡ 一方で､ 何らかの満
たされなさを古典的な ｢ひいき｣ という言葉で
表現しようとする子どもの気持ちに寄り添って
いくことも､ 相談教師の真骨頂です｡ お読みく
ださった先生方のご感想や新たなご提案をぜひ
お寄せください｡ ���
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手の込んだイベントではなく､ いつもの

教室で､ 子どもたちがふっと肩の力を抜

いて､ 気持ちのリフレッシュになるよう

なやわらかな時間をご紹介します｡
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子どもや保護者とのかかわりでは､ ピン

チはつきものです｡ ｢ピンチをチャンス

にできた事例｣ を読んで､ 発想の転換と

ピンチに立ち向かう元気を皆さんに｡
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